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核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
会
議
の
現
状

誰
が
平
和
を
つ
く
る
の
か

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
に
お
け
る
対
立
構
造
と
国
際
秩
序
の
転
換

青
山
学
院
大
学
名
誉
教
授　

羽
場 

久
美
子

　

２
０
２
６
年
４
月
27
日
か
ら
５
月
22

日
ま
で
１
カ
月
間
、
国
連
で
開
か
れ
た

Ｎ
Ｐ
Ｔ
会
議
に
、
ピ
ー
ス
デ
ポ
の
代
表

の
一
人
と
し
て
広
島
・
長
崎
の
代
表
や

若
者
た
ち
と
と
も
に
参
加
し
て
き
た
。

　

会
場
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
加
盟
国
代
表
が
参

加
し
総
会
会
議
場
で
は
初
日
か
ら
核
廃

絶
と
不
拡
散
を
め
ぐ
る
熱
い
議
論
が
各

国
代
表
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
。
私

は
、
昨
年
も
核
廃
絶
の
委
員
会
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
と
り
わ
け
先
進
国

と
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
の
核
を
め
ぐ
る

意
識
・
熱
量
の
違
い
、
平
和
要
求
の
差

異
を
覚
え
、
他
方
、
広
島
・
長
崎
の
若

者
た
ち
の
核
廃
絶
へ
の
ひ
た
む
き
な
願

い
と
行
動
に
感
動
を
受
け
た
。

　

こ
こ
で
は
核
不
拡
散
条
約（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）

再
検
討
会
議
の
現
状
を
踏
ま
え
、
い
っ

た
い
「
誰
が
平
和
を
つ
く
る
の
か
」
と

い
う
問
い
を
、
国
際
政
治
の
実
証
的
事

実
か
ら
明
ら
か
に
し
た
い
。

Ｎ
Ｐ
Ｔ
と
は
何
か

　

核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
は

１
９
６
８
年
に
署
名
さ
れ
、
70
年
に
発

効
し
た
国
際
条
約
で
あ
り
、
核
兵
器
の

拡
散
防
止
、
核
軍
縮
の
推
進
、
そ
し
て

原
子
力
の
平
和
利
用
を
三
本
柱
と
す

る
。
現
在
１
９
１
カ
国
が
加
盟
す
る
、

国
際
軍
縮
体
制
の
最
大
・
中
核
的
枠
組

み
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
根
幹
に
は
、

核
兵
器
保
有
を
米
・
英
・
仏
・
露
・
中

の
５
カ
国
に
限
定
し
、
他
を
排
除
す
る

構
造
的
不
平
等
を
内
包
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
新
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ

Ｔ
（
新
戦
略
兵
器
削
減
条
約
）
の
終

し
ゅ
う

焉え
ん

で
あ
る
。
新
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
は
ア
メ
リ
カ

と
ロ
シ
ア
の
間
で
戦
略
核
弾
頭
の
配
備

数
を
制
限
す
る
唯
一
の
実
効
的
枠
組
み

で
あ
っ
た
が
、
２
０
２
６
年
２
月
に
期

限
を
迎
え
、
延
長
や
後
継
枠
組
み
が
不

在
の
ま
ま
消
滅
す
る
見
通
し
と
な
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
核
軍
備
管
理
体
制
の
法

的
拘
束
力
が
大
き
く
後
退
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
開
催
さ

れ
た
今
回
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
は
、

極
め
て
緊
張
し
た
対
立
構
造
の
中
で
進

行
し
た
。
会
議
は
最
終
段
階
で
、
主
に

ベ
ト
ナ
ム
議
長
国
の
尽
力
に
よ
り
、
以

前
２
度
の
会
議
で
最
終
文
書
が
見
送
ら

れ
た
経
緯
か
ら
、
今
回
は
何
と
し
て
も

最
終
文
書
採
択
を
行
お
う
と
努
力
が
重

ね
ら
れ
た
。

　

し
か
し
結
局
、
最
終
文
書
は
、
事
実

上
の
「
不
採
択
」
と
な
っ
た
。
何
故
３

度
も
最
終
文
書
は
否
決
さ
れ
た
の
だ
ろ

う
か
。
そ
れ
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
思
惑

が
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
た
。

　

朝
日
新
聞
の
大
見
出
し
に
は
、「
核

廃
絶
、
冷
め
る
熱
」
と
掲
げ
ら
れ
驚
い

た
。
間
違
い
で
あ
る
。
朝
日
新
聞
の
記

者
は
、
現
場
に
行
き
各
国
の
発
言
を
聞

き
、
資
料
を
読
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。

対
立
と
不
採
択
の
核
心
は 

先
進
国
の
抵
抗

　

第
一
に
、
米
英
仏
を
中
心
と
す
る
核

保
有
国
は
、「
核
抑
止
の
現
実
性
」
を

強
調
し
、
中
国
が
主
張
し
た
「
核
先
制

使
用
拒
否
」
の
文
言
の
削
除
を
要
求
し

た
。
彼
ら
は
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
、
中
国
の
軍
拡
、
地
域
的
不
安
定
性

を
理
由
に
、「
核
先
制
使
用
権
」
と
核

抑
止
力
の
強
化
を
正
当
化
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
非
核
保
有
国
お
よ
び

被
爆
国
、
特
に
広
島
・
長
崎
の
市
民
や

被
爆
者
の
代
表
、
と
り
わ
け
被
爆
４
世

の
大
学
生
や
高
校
生
た
ち
は
、
核
兵
器

の
非
人
道
性
を
根
拠
と
し
て
「
核
兵
器

廃
絶
へ
の
明
確
な
時
間
軸
」
と
「
核
先

制
不
使
用
の
明
文
化
」
を
強
く
主
張
し

た
。
こ
ち
ら
が
１
３
０
カ
国
を
超
え
る

圧
倒
的
多
数
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ

ら
の
提
案
は
、
核
保
有
国
３
カ
国
の
反

対
に
よ
り
最
終
文
書
か
ら
削
除
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

　

第
二
の
対
立
軸
は
中
東
問
題
で
あ
る
。

複
数
の
中
東
諸
国
お
よ
び
非
同
盟
諸
国

は
、「
中
東
非
核
兵
器
地
帯
」
の
設
置

を
正
式
に
提
起
し
た
。
こ
れ
は
イ
ス
ラ
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エ
ル
を
含
む
地
域
全
体
の
核
透
明
化
と

非
核
化
を
目
的
と
す
る
提
案
だ
っ
た
。

　

し
か
し
米
英
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
核
排

除
に
踏
み
込
む
と
し
て
強
く
反
対
し
、

地
域
安
全
保
障
環
境
を
理
由
に
「
中
東

非
核
地
帯
構
想
」
は
阻
ま
れ
た
。
イ
ラ

ン
の
核
保
有
に
は
強
く
反
対
し
な
が
ら

イ
ス
ラ
エ
ル
の
核
は
こ
れ
を
守
る
ダ
ブ
ル

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
姿
勢
を
取
っ
た
の
だ
。

グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
に
よ
る

平
和

　

第
三
の
対
立
軸
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ

ル
サ
ウ
ス
の
立
場
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の

国
々
は
、
核
保
有
国
に
よ
る
軍
縮
義
務

の
不
履
行
と
、
国
際
秩
序
の
不
均
衡
を

強
く
批
判
し
、
法
的
拘
束
力
を
持
つ
核

軍
縮
の
必
要
性
を
主
張
し
た
。
特
に
ア

ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ

（
Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
）
の
諸
国
は
、
核
兵
器
禁

止
条
約
（
Ｔ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
）
と
の
整
合
性
を

重
視
す
る
立
場
を
示
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
今
回
の
会
議
は
単
な

る
外
交
交
渉
で
は
な
く
、「
先
進
核
保

有
国
」
vs
「
非
核
保
有
国
・
被
爆
国
・

グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
」
の
間
の
緊
張
と
構

造
的
対
立
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
非
保
有
国
側
は
「
核
先

制
不
使
用
」
と
核
廃
絶
を
主
張
し
た
の

に
対
し
、
核
保
有
国
は
「
核
先
制
使
用

権
」と
核
抑
止
を
主
張
し
て
従
来
の「
核

先
制
不
使
用
原
則
」
を
ひ
っ
く
り
返
し

た
の
で
あ
る
。

市
民
社
会
と
若
者
の 

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

　

今
回
の
会
議
の
特
徴
は
、
国
家
だ
け
で

な
く
市
民
社
会
の
存
在
感
が
極
め
て
大

き
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
広
島
・
長
崎
の

被
爆
者
団
体
や
被
爆
４
世
の
若
者
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
、
国
際
会
議
の
場
に
お
い
て

「
核
兵
器
の
倫
理
的
正
当
性
」
を
根
本

か
ら
問
い
直
し
た
。
そ
の
主
張
は
制
度

的
交
渉
の
枠
を
超
え
、
国
際
規
範
の
正

統
性
に
関
わ
る
問
題
へ
と
発
展
し
た
。

　
こ
う
し
た
対
立
の
結
果
、
最
終
文
書

は
合
意
に
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
交
渉

失
敗
と
か
、
い
わ
ん
や
「
核
廃
絶
の
熱

が
冷
め
た
」
の
で
は
な
い
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
参

加
国
１
３
０
カ
国
以
上
が
強
く
主
張
し

た
「
軍
縮
推
進
モ
デ
ル
」
が
、
核
保
有

国
の
「
核
使
用
権
独
占
」
の
主
張
に
よ

り
機
能
不
全
に
陥
っ
た
こ
と
を
示
し
た
。

　

従
来
の
国
際
関
係
理
論
で
は
、
リ
ア

リ
ズ
ム
は
核
抑
止
を
安
定
要
因
と
み
な

し
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
制
度
的
に
よ
る

核
の
漸
次
的
縮
小
を
主
張
し
て
き
た
。

し
か
し
現
実
に
は
、
核
非
保
有
国
と
リ

ベ
ラ
ル
が
主
張
し
て
き
た
核
先
制
不
使

用
す
ら
「
全
会
一
致
の
悪
用
」
た
る
核

保
有
国
３
カ
国
に
よ
り
、
広
島
・
長
崎

と
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
な
ど
１
６
０
カ

国
を
超
え
る
圧
倒
的
多
数
の
国
々
の
平

和
要
求
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
の
だ
。

　

先
進
国
３
国
に
よ
る
「
民
主
主
義
の

破
壊
」
は
、
１
３
０
を
超
え
る
国
家
が

合
意
し
た
主
張
を
否
定
し
、
核
使
用
の

制
限
を
削
除
す
る
と
い
う
暴
挙
に
出
た

の
だ
。

　

国
連
改
革
は
核
保
有
国
か
ら
、グ
ロ
ー

バ
ル
サ
ウ
ス
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
へ
と
移

行
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
る
。

誰
が
平
和
を
つ
く
る
の
か
？

　

今
回
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
で
、
最

終
報
告
が
不
採
択
だ
っ
た
の
は
、
先
進

国
が
全
会
一
致
原
則
を
利
用
し
て
、
国

連
の
多
数
の
平
和
と
核
廃
絶
要
求
を

蹴
っ
た
こ
と
に
よ
る
こ
と
を
象
徴
的
に

示
し
た
。
法
の
支
配
を
守
っ
た
の
が
グ

ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
と
被
爆
者
た
ち
だ
っ

た
と
い
う
事
実
を
、
１
９
１
カ
国
の
メ

ン
バ
ー
の
前
に
示
し
た
の
に
、
世
界
の

メ
デ
ィ
ア
は
こ
れ
を
報
じ
な
か
っ
た
。

　

さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
平
和
の
主
体

の
変
化
で
あ
る
。
今
回
の
会
議
で
は
、

国
家
間
交
渉
に
加
え
て
、
市
民
社
会
・

若
者
・
被
爆
地
域
・
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ

ス
が
実
質
的
な
行
動
者
と
し
て
登
場
し

た
。
す
な
わ
ち
従
来
の
国
家
中
心
か

ら
、
国
連
の
規
範
が
、
市
民
社
会
・
自

治
体
・
若
者
に
移
動
し
つ
つ
あ
る
こ
と

を
示
し
た
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
日
本

の
メ
デ
ィ
ア
で
は
核
保
有
国
の
横
暴
や

若
者
の
役
割
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
触

れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

結
論
と
し
て
、
今
回
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検

討
会
議
は
、「
誰
が
平
和
を
つ
く
る
の

か
」と
い
う
根
本
問
題
を
可
視
化
し
た
。

す
な
わ
ち
、
平
和
は
も
は
や
核
保
有
国

の
核
抑
止
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
の
で
は

な
く
、被
爆
地
、非
核
保
有
国
、グ
ロ
ー

バ
ル
サ
ウ
ス
、
若
者
世
代
の
多
層
な
主

体
に
よ
っ
て
こ
そ
牽け

ん

引い
ん

さ
れ
て
い
る
と

い
う
事
実
で
あ
る
。
広
島
・
長
崎
・
世

界
の
若
者
が
未
来
を
牽
引
し
て
い
く
の

で
あ
る
！


